
Ｌ学生に対する保健衛生及び精神衛生指導

1）健康の維持・増進に関する資料の掲示・配布

教育学部特別別科学生の協力のもとに、健康維持と増進に関するパンフレットを作成し、城内

キャンパスの生協食堂を利用して定期的に掲示、配布した。又、センター前の掲示コーナーにも

季節毎の保健衛生トピックの解説記事を掲載した。

2）学生相談室の案内

学生相談室の案内を４月と10月に各学部に配布した。相談室の場所や各曜日ごとにスタッフが

在室している時間などにつき、具体的な'盾報を掲載し、学生相談室の存在・利用法を知ってもら

うことを主眼とした。

3）「学生部だより」に「健康コラム」を掲載

昨年度末より発刊されるようになった「学生部だより」中の「健康コラム」に、身体的・精神

的健康度の評価や増進法につき計４回掲載した。それらを転載する。
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保健管理センターは、本学の学生諸君がいつも健康に勉学に励むことができるように、いろい

ろなことを行っております。

では、一体、健康とは何でしょう？

病気とは何か、という質問にはほとんどの人達がほぼ共通した解答をすることができます。し

かしながら、誰にとっても最も重要で身近な事項である、この健康というものについての質問に

対しては、自信をもって答えられる者はそれ程多くなく、また、答えられたとしてもその解答は

各人各様なのであります。結局、健康というものは各人それぞれ自身のものであって、それに対

する考え方も、自分自身が思っている通りのものでいいのではないかと思われます。人は健康の

ために生きているのではなく、生きるために健康でなければならないからであります。

そのためには、日頃から各自が自分の健康の具合を、自分でよく知っていなければなりません。

健康の具合を示す尺度を“健康度”といいます。この健康度のなかにはいろいろなものが含まれ

ています。そのうちで何を最も重要に考えるか、これも各自の問題です。自分の身長と体重を知

っていれば満足する者もいるでしょうし、また、心電図や肺活量あるいは筋力まで測定しても、

まだ満足しない者もいるかも知れません。さらに、精神的健康度、社会的健康度という問題もあ

ります。

保健管理センターでは、学生諸君の健康度を把握するのにどのような指標が最適か、をいつも
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